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一

禰
祉
課
よ

い
に
て
取
扱

．

｀
国
愚
笈皿

用
料
金

’
の
徽

各
家
庭
舟＂

た
し
て
お
つ

が、
こ
ん
ど

御
依
戟
し
て

な
り
ま
す
の

ー
に
は
ほ
ん
と

か
け
い，
た
し、

協

力方
御
園

闊会貫

民生ヒ

衛生ヒ
農林水庄
架に
商工ピ

土木ヒ

消防ピ

敦官ヒ

公憤巳

予備ピ

諸支出金

埠和 5? ―午ー／ 8

（オ出）

町 税

交付税

分坦金及
負担金
手数料及
佼升］料
国陣支出金

県支出含

寄付金

繰越金

詩収入

町横
賊荏収入
繰入金

ほ
． 

ー長）
（オ入）

昭和39年4月 20 日

（町勢）39•4. l現在 1 発行所

枇帯数 1,732 月
人口 9,124 人

（男 4,394 人）
（女 4,730 人）

編集人

印刷所

利根町役場

企

(-) 

画粛煤

電話利根 9.609番

阪東印刷 ‘,ノ

ヽ
ノ
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9
し

一
般
会
計、
八
千
四
百
三
十
余

万
円
決

る。

昭
和
三
十
八
年
度

の一
般
会
計

特
別
会
計
予
算
追
加、
昭
和
三

十
九
年
度

の
一
般
会
計、
特
別

会
計
予
罫
及
び
条
例
改
正
等

の

十
七
議
案

を
審
謬

す
る、
牙――

回
臨
時
議
会

は

二
十
七
日
か
ら

四
日

の
会
期

で
ひ
ら
か

れ
ま
し

た、
二
十
八
日、

二
十
九
日

の

二
日
閻

の
自
宅
審
議

の
た
め
休

会、
三
十
日
午
前
十
時
か
ら

再

会
全
諮
案
可
決
決
定

し
ま
し
た

一
、

会
諮
事
件

は

一
、

牙一
号
議
案

よ
り

牙
三
号

訊
案

は

昭
和
三
十
七
年
及一

般
会
計
特
別
会
計
の
決
鍔
認

定
を
求
む

る
件。

一
、

牙
四
号、
オ
五
号
談
案

は

昭
和
三
十
八
年
度一
般
会
計

特
伽
会
計

の
追
加
更
正
予
罫

の
件

一
、

牙
六
号

よ
り

牙
八
号
諮
案

は

昭
和
三
十
九
年
度一
般
会

計
及
び
特
別
会
叶
オ
入
オ
出

予
鍔

の
件。

一
、

牙
九
号
議
案
議
会

の
議
員

の
報
酬
及
び
毀
用
弁
飢

に
関

．

す
る
条
例
改
正

の
件。

一
、

オ
十
号
議
案
特
別
転

の
転

貝
で
非
常
勤

の
も

の
＼

報
酬

及
び
翡
用
弁
拭

に
関

す
る
条

例
改
正

の
件。

一
、

牙
十
一
号
議
案一
時
借
入

金
に
つ
い

て。

一
、

牙
十
二
号
寄
附
金
受
入
れ

に
つ
い

て。

一
、

オ
十
三
号
議
案
藍
査
委
員

条
例
改
正

の
件。

一
、

オ
十
四
号
議
案
町
税
条
例

改
正

の
件。

一
、

牙
十
究
号
諮
案
金
融
機
関

利

根

町
昭
和

↑

 ↑

 ．

 

議

会
十
九

年
度

=
4ム
殿
と
ね卓
発
刊
に
当
り

ん
だ
同
期
生
で、
国
家

の
た
め

を
知
る
人

で
あ
り、

万
物
の
長

の
と
お
り

各
項
目
別
貨
金
を
決一

一
に
殉
し、
そ

の
政
骨

す
ら

故
国一

と
し
て
の

1
ヵ
屈
乞

悶．
使

う一
定
い
た

心

心

に

冗‘)

―-、
地
方
交
付
税

四11、
11
0
0
”

三、
分
担
金
及
負
担
金

l

、
-―1
0
0
グ

指
定

す
る
の
件
（
常
間
銀
行

布
川
支
店）

一
、

オ
十
六
丹
議
案
有
線
放
送

町
移
管

に
つ
い

て。

一
、

オ
十
七
号
議
案
消
防
団
員

の
給
与
及
び
旅
毀
条
例
改
正

五、
国
川
支
出
金

の
件。

四、
六
八
二
”.

以
上
十
七
件、
議
会
揺
具

と
非

内
負
担
金

三、
一―――
七
グ

常
勤
特
別
転

の
転
員
の
城
酬

は

袖
助
金

一
、

0
四一――
ク

委
託
料

四
一
11
�

 

四
月一
日
か
ら
次

の
と
お
り

改
六、
県
支
出
金一

、
四
六
七
グ

正
に
な

り
ま

す。
（
）
現
行

内
負
担
金

七
八一――
グ

議

長
―
二、
0
0
0
円

補
助
金

―――
七

八
”

（
九、
0
0
0)

委
託
金

――1
0
六
グ

副
議
長
―
-

、
0
0
0
円

七、
財
産
牧
入

ニ
―
”

C
八、
互
0
0)

八、
寄
附
金

三
八
一
グ

議

員
一
0、
0
0
0
円

九、
繰
入
金

11
�

 

1
0、
繰
越
金
二、
一
三
四””

（
八、
0
0
0)

―
-

、
諸
牧
入
四、
冗
0
0
グ

教
育
委
貝
長

三、
0
0
0
円

―
―-、
町
偵

三、
0
0
0
グ

（一
、

五
0
0)

委

員

―-、
0
0
0
円

オ
出

八
四、
三
六一
干
円

一
、

議
会
毀
三、
六
三
四
千
円

（一
、

0
0
0)

血底
業
委
員
長
――-、
0
0
0
円

議
員

の
報
酬、
術
用
致、
旅
毀

交
際
毀
な
ど
で

す。

(―-、
0
0
0)

二、
総
務
毀

副
委
員
長

二、
五
0
0
円

一
七、
九
0
八
千
円

（一
、

七
0
0)

転
員

の
炉
料、
共
済
費、
需
用

委

員

二、
0
0
0
円

裁、
負
虹
金

な
ど

の一
般
管
迎

（一
、

五
0
0)

費
九、
三
五
五
千
円、
文
古
広

有
線
放
送
も

町
に
移
管

す
る
こ

と
に
な

り
ま
し
た。

恨
費一二
四
六
千
円

は

条
例
の
整

伽
賀、
印
刷
袈、
財
政
管
四
毀

な
を
利
根
町

の
昭
和
三
十
九
年

会
計
管
迎
毀、
財
瓶
管
迎
皮一

度
予
鍔
額

は

八
四、
三
六
一
千

九
七
千
円、
企
両
毀一
七
五
千

円
で
最
終

の
追
加
更
正
予
釘
額

円

は

エ
均
誘
致
謁
査

の
毀
用、

と
比
較

し
ま
す
と
六、
万
0-

税
肪
総
訪
貨
三、
互
七
九
卜

訂

千
円

の
増

と
な
つ
て
お
り

ま
す

は

戦
員
の
給
料、
共
箔
貨、
脈

出
る
金

入
る
金
の

う
ち
わ
け

貨
及
ひ
負
担
命

な
ど
が
主
で
賦

オ
入

八
四、
＿―-
六一
千
円

課
徴
牧
貨一

、
冗
一
八
千
円
は

一
、

町
税

納
税
貯，紅
組
合
袖
助
盃、
殴
間

ニ
四、
0
叫ハ
千
1

令代，
印
刷
費
な
ど、
固
定
虹
瓶

内
町
民
税

五、
0
九
六
千
円

評
価
役→―I
O
八
F

lfJ
は
古
否
委

固
定
賢
揺
税

以
の
恨
酬
や
負
金、
戸
笥
仕
民

―
―-、
六
五
0
”

登
録
蚊一

、
五
一
ハ
千
円

は

恥

軽
自
動
車
税
一．、
一1]
oI

 
�

貝
の
給
料、
共
梢
貨、
住
民
登

た
ば
こ
消
毀
税一―-、
九一
八
”

録
委
詑
投
及
び
請
証
朋
川
紙
代

電
気
カ
ス
税
1

、
0
七
六
グ

迦
挙
毀

は

本
年
度
股
業
委
具

の

旧
法

に
よ

る
税
収
入

．
選
学
蚊―
――――
千
円

と
委
旦
会

毀一
五
四
千
円、
公
明
選
挙
枡

進
翡
四
四
千
円
が
主、
統
叶
調

森
総
傍
毀
四
六
九
千
1
ぱ
給
料

謁
壺
具

の
恨
酬

そ
の
他、
農
林

水
産
統
叶、
そ

の
他

の
統
叶
喪

ヽ／

四、
使
用
料
及
手
数
料六

二
八
グ

内
総
務
手
数
料

111一
八
”

，
衛
生
手
数
料四

0
0
グ

―\
0
四
千
円、
藍
査
委
員
牲一

―1
0
千
円

は

報
酬
事
務
局
職
貝

の
経
毀
で
あ

る。

三、
民
生
裁

一
四、
九
五
五
千
円。

社
会
福
祉
総
務
喪
11、

五
四一1-

千
lJJ
職
員

の
給
料、
共
済
毀、

民
生
委
員
協
議
会
の
委
託
金
二

1
0
千
円、
社
会
紺
祉
協
議
会

七――-
0
千
円
外、
国
民
年
金
毀

三、
十
八
四
千
円
年
金

の
印
紙

代、
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険

繰
出
金
二、
0
0
0
千
円、

老
人
福
祉
毀
九
九
九
千
円

は

本

町
に

は

老
人
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ

れ
て
い

る
の
で
そ

の
補
助
金、

児
童
福
祉
毀一
三
八
千
円

は

需

用
彼
が
主、
児
菫
措
置
毀
四、

一
九
一
千
円
布
川、
文
閻
保
育

所
の
委
託
料、
そ

の
他、
児
窟

遊
園
地
設
脱
三
ヶ
所
分一
0
0

千
円

な
ど。

四、
衛
生
費
五、
七
0
四
千
円

保
健
衛
生
総
務
毀一

、
一一
六
ニ

千
円

は

、
職
員

の
給
料、
優
良

乳
幼
児
表
彰
毀、
食
生
活
改
善

毀
の
船
具
購
入
代
外、
予
防
毀

-
‘

―
――一
八
千
円
各
稲
予
防
接

莉
薬
品
代
が
主

な
る
も

の
で
あ

る、
し
尿
処
刑
毀
負
担

金
四
〇

0
千
円、
上
水
道
施
設
貸
二、

七
0
0
千
円

は

節
易
水
道
特
別

会
計
い

の
総
出
金
等

で
あ

る。

五、
呻辰
林
水
産
業
毀

．

七、
一
六
二
千
円

農
業
姜
只
会
毀
几
九――一
千
lJJ
委

員
の
限
酬、
旅
毀、
術
川
毀
及

び
委
且
研
修
虹、
各
利
負
担
金

が
主
で、
叩底
業
総
務
裳―-、
0

八
叫
千
日

は

戯
員
の
給
料、
手

当、
火
済
毀、
旅
翡、
県
南
股

地
恥
団
化
枡
韮
協
議
会
の
負
担

金
が
主
で
あ
る。

農
業
振
肌
伐
二、
六
五
七
千
円

は

農
業
構
浩
改
善
準
仙
委
員

の

報
薗

と
篇
川
毀

の
七
七
三
千
円

防
除
閑
具
代一
五
0
千
円
郡
関

係
団
体
の
員
担
金、
利
板
町
共

済
組
合
補
助
金一
言]
0
千
円、

仝
協
同
組
合
の
袖
助
四
0
0
0

千
円
県
股
業
侶
用
悲
金
出
資
金

八
0
千
円

と
近
代
化
資
金
借
入

il

[

 

に
よ
る
利
子
袖
給
喪
四
0
0
千

円。
委
貝
会
毀一
八
二
千
円
委

円、
園
芸
振
興
毀
二
0一
千
円

貝
の
恨
酬
や
旅
費、
図
書
購
入

は

果
樹

の
新
柏
助
成
毀、
野
菜

喪
な

ど、
事
務
局
費一

、
九
二

果
樹

の
品
種
導
入
投、
出
荷
組

三
千
円
給
料、
困
用
賀、
負
担

合
の
助
成
金

な
ど、
畜
産
業
毀

金
な

ど、
小
学
校
管
旺
費
五、

の一
七
四
千
円
予
防
注
射
薬
品
三
六1一
千
円
校
医

の
報
酬
職
貝

代、
畜
陀
組
合
助
成
毀一
0
0

の
給
料、
手
当、
共
済
喪一

、

千
円、
曲底
地
鉗
五一＿一
千
円
干
害
三
七――一
千
円、
報
償
毀―
―1
0

対
策
毀。

千
円

は

卒
業
式、
運
動
会
等

の

六、
商
工
毀

三
Tc
o
千
円

費
用
困
用
喪

の
一

、
五
0一
千

商
工
会

の
袖
助
金。

円

は

消
耗
品、
燃
料
食
粗
毀、

七、
土
木
毀
五、
八
六一1一
千
円

校
舎
修
絣
料

で
す、
役
務
裁――

道
路
椅
梁
費
二、
七
八
九
千
円

四
四
千
円
通
信
毀、
財
産
購
入

は

職
員

の
給
料、
手
当、
共
済

毀
の
八
0
二
千
円
主

は

文
小

の

毀
九
四
六
千
円

と
一

、
五
0
0

垣
板
サ
イ
レ
ン

の
設
僻
毀、
布

千
円
ク
レ
ザ
ー

購
入
毀、
布
川

川
小

の
教
室
照
明
手
洗
設
備
毀

台
辿

の
追
路
敷
地
代
三
0
0
千

給
食
室
製
冷
蔵
即、
洗
タ
ク
機

円
が
主
道
路
枡
持
喪一

、
七
四

の
購
入
音
楽
室
の
施
設
費、
文

几
千
円
賃
金、
因
川
伐――
九
六

間
小

の
校
庭
土
盛
排
水
施
設
毀

千
円、
砂
利
購
入
代一

、
0
0

保
健
室
設
備
費、
東
文
閻
小

0
千
円、
布
川
地
内

の
側
溝
代

の
校
庭
整
備
校
内
放
送
機
施
設

――I
O
0
千
円、
災
害
復
IEI
材
料

な
ど

で
あ

る、
備
品
費

と
し
て

代一
0
0
千
円

で
あ

る。

図
書
購
入
外
負
担
金
六
七
二
千

橋
梁
椎
持
毀一

、
一
五
千
円

は

円、
教
育
振
典
毀一

、
五
七
八

町
内
の
木
橋

を
永
久
橋

に
か
け

千
円
教
具
教
材
図
芯
費、
購
入

替
え

る
た
め

の
経
費
用
排
水

毀
理
化
教
育
設
備
蝶、
扶
助
費

路
枇―1
0
0
千
円

は

用
排
水

し

な
ど
で
あ

る。

ん
裸
毀。

中
学
校
管
迎
貨
四、
八
四
五
千

八、
消
防
毀
五、
六1-――一
千
円

円
学
校

の
報
酬、
職
員

の
給
料

非
常
備
消
防
俊
三‘
―
――――一
千

〇
当、
共
済
毀

の
互
三
七
千
円

円

は

正
副
団
長、
分
団
長、
団

報
倣
喪
七
0
千
円、
需
用
費

貝
の
報
酬
が
八
二
八
千
円、
袷
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役
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練
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当、
機
械
訓
練
手
当、
被

運
敗
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公
有
財
産
購
入
裁
ニ

限
蚊
等
五
一
几
千
円、
旅
貨

と

六
0
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千
円
布
川
中

の
家
座

し
て
四
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四
千
円
火
災
時
出
場

科
実
習
室、
理
科
準
椛
室、
技

者
伐
川、
消
防
学
校
派
氾
毀
が

術
家
庭
教
材
鉗、
学
級
切

に
よ

主
公
務
災
害
袖
仇
組
合、
郡
消

る
痰
毀、
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所
新
築
喪

な
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防
協
会、
災
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位
責
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済

文
固
中
技
術
家
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教
材
毀、
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六
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消
防
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設
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千
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梱
械
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台
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人口と世帯（令和 6 年 11 月１日現在）

総人口 15,387 人　（+114）

男　性 7,765 人　（+  60）

女　性 7,622 人　（+  54）

世帯数 7,540 世帯（+128）
（ ）内は前月比

　【12 月の納税等】　※納期限および口座振替日は１2 月 2 ５日です。
　　固定資産税：３期　　　　　　　　国民健康保険税 ： ６期
　　後期高齢者医療保険料 : ６期　　　介護保険料：５期

　
今
月
の
「
と
ね
ま
ち
プ
レ
イ
バ
ッ

ク
」
は
、
特
別
な
一
冊
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
先
月
、
押
戸
地
区
の
住

民
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭
和

39
年
に
発
行
さ
れ
た
広
報
と
ね
の

創
刊
号
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
貴
重
な
歴
史
的
書
物
と
も
言
え

る
、
こ
の
創
刊
号
に
目
を
通
し
、

当
時
の
町
の
姿
が
鮮
や
か
に
蘇
っ

て
く
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し

た
。

　
昭
和
39
年
当
時
、
町
の
人
口

は
お
よ
そ
9
千
人
。
現
在
の
約

一
万
五
千
人
と
比
較
す
る
と
約
6

割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
当
時
は
、
高

度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
、
都
市

部
へ
の
人
口
流
出
な
ど
に
よ
り
、

人
口
減
少
の
傾
向
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
団
地
開
発
に
よ
り

人
口
は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
発
見
さ
れ
た
、
広
報
と
ね

創
刊
号
を
は
じ
め
と
す
る
、
過
去

の
広
報
と
ね
に
は
、
当
時
の
町
の

日
常
や
話
題
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
「
昭
和
の
記
録
」
と

し
て
価
値
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

過
去
の
広
報
と
ね
を
ご
紹
介
し
、

懐
か
し
さ
や
町
の
移
り
変
わ
り
を
、

皆
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

と
ね
ま
ち
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

とねまち
プレイバック

昭和39年
4月発行
広報とね


